
からはし 

刈
か

り取
と

った稲
いね

を田
た

んぼに干
ほ

しているようす 

 

 

 

 

 

お米
こめ

の 収
しゅう

穫
かく

で

刈
か

り取
と

った稲
いね

の

穂
ほ

先
さき

から実
み

（籾
もみ

）

を 取
と

る こ と を

脱穀
だっこく

といいます。 

 現在
げんざい

、お米
こめ

の

収
しゅう

穫
かく

は刈
か

り取
と

り

から脱穀
だっこく

、籾
もみ

とわ

らくずを分
わ

ける

ところまで、コン

バインが全
ぜん

部
ぶ

し

てくれます。そんな便
べん

利
り

な機
き

械
かい

がなかった時
じ

代
だい

、籾
もみ

にするまでのこれらの作
さ

業
ぎょう

は、ひとつひとつに多
おお

くの手
て

間
ま

と人
ひと

手
で

が必要
ひつよう

でした。 

 コンバインを使
つか

った収
しゅう

穫
かく

では、

脱穀
だっこく

をしてからすぐに籾
もみ

を乾燥
かんそう

させ

ます。しかし、コンバインが登
とう

場
じょう

す

る以
い

前
ぜん

は刈
か

り取
と

った稲
いね

を束
たば

にして、

しばらく田
た

んぼで日
ひ

に干
ほ

してから、

脱穀
だっこく

しました。上
うえ

の写真
しゃしん

は、その脱穀
だっこく

に使
つか

われていた原
げん

始
し

的
てき

な道
どう

具
ぐ

、『から

はし』です。 

けんぱくものしりシート 
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参
さん

考
こう

にした本
ほん

『岩
いわ

手
て

県立
けんりつ

博物館
はくぶつかん

総合
そうごう

展
てん

示
じ

目録
もくろく

』岩
いわ

手
て

県立
けんりつ

博物館
はくぶつかん

 1981年
ねん

 

『ひとつの資
し

料
りょう

から 民俗
みんぞく

-72 カラハシ』岩
いわ

手
て

県立
けんりつ

博物館
はくぶつかん

 1987年
ねん

 

『○○』○○ ○○○○年
ねん

 他
ほか

  

  

写真
しゃしん

の『からはし』は、ふたつに割
わ

った

竹
たけ

を合
あ

わせて、一
いっ

方
ぽう

をわら縄
なわ

でしばってい

ます。竹
たけ

と竹
たけ

の間
あいだ

に稲
いね

の穂
ほ

先
さき

をはさんで

引
ひ

き抜
ぬ

くと、籾
もみ

がパラパラと落
お

ちるしくみ

です。この『からはし』がいつ頃
ごろ

から使
つか

わ

れるようになったのかはよくわかってい

ませんが、江戸
え ど

時
じ

代
だい

の中
なか

ごろに『千
せん

歯
ば

扱
こ

き』

（下
した

の写
しゃ

真
しん

）が登
とう

場
じょう

するまでのかなり長
なが

い間
あいだ

、活躍
かつやく

していました（『千
せん

歯
ば

扱
こ

き』に

ついては“ものしりシート民
みん

俗
ぞく

－№4”を見
み

てね）。 

 

それにしても、この 2本
ほん

の竹
たけ

のせまいすき間
ま

にはさむことができる稲
いね

は数本
すうほん

ですから、一
いち

度
ど

に脱穀
だっこく

できる量
りょう

もわずかです。刈
か

り取
と

った大
たい

量
りょう

の稲
いね

をすべてからはしで脱穀
だっこく

するとなると、

今
いま

とは比
くら

べものにならないほどたくさんの人
ひと

の手
て

と時
じ

間
かん

と根
こん

気
き

が必要
ひつよう

だったことが想像
そうぞう

で

きますね。  

 

 

モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（11月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

現
げん

勢
せい

・生
せい

物
ぶつ

－9 だよ！ 

おたのしみに！ 
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